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祝 県理科作品展・千葉県知事賞受賞

本埜村立本埜中学校 白鳥研究クラブ

平成20年度千葉県理科作品展で，本埜村立本埜

中学校白鳥研究クラブが取り組んだ「私たちと白

鳥の未来３」が千葉県知事賞を受賞しました。

そこで，クラブの指導者であり，また，本受賞

作品の指導担当者でもある本埜中学校 山本正之先

生に作品の概要について，まとめて頂きました。

会員の皆様にご紹介します。ご一読下さい。

自分たちの住む本埜に飛来する白鳥の生態調査

を中心に、白鳥の行動の観察・再現実験、白鳥飛

来田及び地域の環境調査等を行い，その結果をま

とめたものである。本研究は、研究開始から３年

目となるものである。

昨年、一昨年と白鳥の生態について研究を続け

てきた。今年度はその研究を継続・発展させ、白

、 、 、鳥の初飛来から北帰するまで 飛来数 飛行方法

他の鳥との関連、生息域の環境、白鳥のいる期間

の気候状況を調査し記録した。また、寝ていると

きの首の

曲げ方や

分 観30
察等をも

とに飛来

白鳥の特

徴につい

ても検討

を行なっ

。 、た なお
出品作品： 私たちと白鳥の未来３」

夏季にお
「

いては、Ｖ字飛行、羽の保温性等の室内実験によ

り白鳥の生態・行動の検証を行なった。

、 、さらに 昨年同様の白鳥の個体識別を積み重ね

昨年のデータと比較検討し、本埜村に飛来する白

鳥の経年変化についても検討を行なった。

年 月に本埜村に飛来してから 年2007 10 2008
３月に北帰するまでの間の白鳥の生態調査を行な
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具体的な研究内容 
 

った。
具体的には、白

鳥飛来田における

毎朝・夕の白鳥個

体数の変動、白鳥

、飛来田の気温変化

白鳥の30分間定点

行動観察（24時間

観察 、寝るときの首の曲げ方調査、白鳥飛来田以）

外への移動範囲の調査、くちばしの模様による個

体識別等白鳥の行動・生態に迫れる手法を考え、

調査活動を行なった。

また、飛行の際の 字編隊について、飛来期間V
中は実際の観察や写真による記録をとり、夏季に

おいては模型を作製した上で 字編隊飛行の効果V
についての再現実験を行なった。また、白鳥の羽

毛については、羽毛標本を作製し，さらにその断

熱性について、白鳥及びその他の鳥の羽毛、人工

的な保温材等を使い、比較実験を行なった。

白鳥飛来から北帰に至るまでにどのようなこと

が考えられるかを、朝・夕の個体数変動と白鳥飛

来田の気温変化と関連付けて考察を行なった。そ

の結果、白鳥滞在期間中の白鳥飛来田の気温の積

算温度が北帰への契機になることが示唆されるこ

とがわかった。

くちばしによる個体識別の試みによって、飛来

白鳥の白鳥田以外への分散を追跡することの可能

性を検討し、３年間に飛来してきた白鳥が同一個

体であるかどうかについて考察した。

【成果】

。 、・白鳥の飛来数は徐々に減少してきている また

白鳥飛来田だけでなく周辺に白鳥が分散する傾

向があることが分かった。

・個体識別によって昨年と同じ白鳥の存在を明ら

かにできた。

・１個体を３０分間観察することにより行動様式

をパターン化することができた。

・白鳥の羽毛の保温性は、他の鳥や人工の断熱材

。に比べて優れていることが実験により分かった

・ 字飛行は向かい風のときに効果的であることV
やその角度について再現実験で調べることがで

きた。

・飛来から北帰するまでの白鳥田の積算気温が試

、 。算でき 次年度の北帰の予想ができると考えた

【課題】

・調査内容が３年間の研究で徐々に多岐にわたっ

てきており、テーマである「私たちと白鳥の未

来」に収束させるのに難しい部分がでてきた。

・個々の調査活動や実験システムについて更に検

研究で明らかになった成果と課題 
 



討を行い、精度を高めていく必要がある。

・冬の調査活動から夏休みの研究、およびそのま

とめのあいだが長期にわたるため、研究の継続

にやや困難がある。

・今後もこの研究を継続させていくことを考えて

いるが、最も大きな障害が、鳥インフルエンザ

の問題である。白鳥は今シーズンも飛来してい

るのだが、現在調査活動は休止中である。

本埜村に飛来する

白鳥を継続観察する

ための裾野が学校全

体にひろがりつつあ

り、多くの人数で調

査活動をしてきた。

毎日の白鳥のカウン

トや気温調査も地道

に行なっていた。白鳥の30分間定点観察や24時間

観察も意欲的に行なっていたようである。また、

、 、夏季においては 実験を中心に検証作業に取組み

論文をまとめていく際も、グループ内やグループ

同士でよく協力して取り組み，頻繁にディスカッ

ションを行なっていた。

「私たちと白鳥の未来」というテーマに迫る研究

の３年目であるため、研究の継続性を大切にしな

、 。がら さらに新たな切り口を探るように指導した

さらに、冬の調査活動を終え，一学期中に，テ

ーマに迫るため，夏休みに行う検証実験の方法を

考えさせた。また，その検討会を持った。

子どもたちは受賞について素直に喜び、更に今

後の研究の継続への意欲を大いに示していた。し

かしながら、課題のところで述べた事情により、

現在研究の継続は不透明である。ただ、実験室で

できることについてはまだまだあると考えられる

ので、今後は 「調査」から 「室内実験」へシフ、 、

トした形で 『私たちと白鳥の未来４』を見据えた、

研究活動を支援していきたいと考えている。

本研究１年目に県奨励賞、２年目に県優良賞を
いただくことができ、３年目で県知事賞という身
に余る賞をいただくことができました。これも先

生方のご指導、ご援助の賜物だと思っています。

現在、鳥インフルエンザの問題をクリアしつつ

生徒たちの取り組みの様子 
） 

指導・支援の内容、指導・支援の着眼点 

 

受賞生徒の喜びの様子 

おわりに 

継続研究の方向性を探っているところですが、も

し、よいアイデアがあったら是非教えていただけ

ればありがたいと考えています。今後ともご指導

ご鞭撻よろしくお

。 ，願いします なお

県理科作品展でい

ただいた講評を添

，えさせていただき

作品の紹介と致し

ます。

【県理科作品展講評】

自分たちの住む村内に飛来する白鳥についてきめ

細かな観察を行なっている。着目した観察事項、デ

ータ作成、そのまとめも適切、的確であり、貴重な

データとして評価できる。V字飛行については実験の

みに埋もれてしまうことなく本物の白鳥の飛行を確

かめながら考察している。よく言われていることで

あるが個体識別にはくちばしの特徴を調べ、モデル

を示して識別している。全体として白鳥を見る目が

温かく、白鳥がいつまでも飛来してくることを祈っ

ている愛情を感じる。素晴らしい白鳥の観察記録と

して出来上がっている。

山本正之先生のご指導の苦労や，白鳥研究クラ
ブの生徒たちの地道な努力の様子が伝わってきま
す。山本先生，お忙しい中，寄稿して頂き誠に有
り難うございました。

会員の皆様も，今後の自由研究指導に対する取
り組みの一助として頂ければ幸いです。

◎科学論文の部

私たちと白鳥の未来３（本埜中白鳥研千葉県知事賞

究クラブ）

優秀賞 カブト虫の臭いを嗅ぐ力（西志津小 １年生)

優秀賞 土のゆくえ（成田小 ４年生）

優良賞 ミジンコの休眠卵の研究（四街道中 １年生）

優良賞 ため池のプランクトン（四街道中 ３年生）

奨励賞 「Xジャイロ」の秘密を探る（印南小 ６年生)

◎科学工夫工作の部

優秀賞 子ども自動車学校（実住小 ５年生）

優良賞 カミナリくん（四和小 ３年生）

優良賞 ヘリコプター（大室台小 ５年生）

優良賞 雨センサー（成田中 ２年生）

◎教職員自作教具の部

優良賞 降雪シュミレーター 遠山中 中村一正 先生)（

平成20年度県理科作品展審査結果 

事務局より 


